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L万分の L地質凶聖蕗 之 台 (旭川一第 31 号〉

北海道、k地下資源調査所

技術吏員 高橋功 一

同 小山内 岡山

ドj 松下勝秀

一，‘ ;f川 ニ谷勝利

9属 ;if 中村耕 一

はしがき

この図|幅および説明書は，昭和 40 年から 42 年にわたり，延約 180 日間でおこなっ

た野外調査の結果を整理し，取りまとめたものである。

野外調杏ーに際しては，新第三系および第四系が発達するほぼ全域について，三谷，

rf，村の協力のもとに，小山内，松ドが，白亜系の発達する地域を高橋が担当した。

蕗之台図幅地域は，神居古揮帯の延長上にあたる地域であるが，神居古j早市を構成

する先白亜系や蛇紋宥などの主要岩層はまったく露出しておらず，大部分が新第三系

におおわれており，神居古浬吊;の沈降地域にあたっている。新第三系のうちその大半

は，火山砕屑宕で構成されているが，この火山活動のl時期や堆積岩層との関係に問題

があり，また，古くから石炭の地蔵が知られていた地域である。

部告に先だち，野外調査に際して，多大の{史ー宜をたまわった遠別町および北海道大

学演習林当局の方々に厚くお礼申し上げる。

I 位置および交通

路之台i司幅は， ~t緯 44°20/~44°30う東経 142°0/--142°15/ の範囲を占め，旭川の北

方約 70km に位置している。

行政上では，留萌・空知・上川の 3 支庁の管轄で，羽幌町，遠別町，幌加内町，中川

Inr，美深町に属している。
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図幅の東南地域を国鉄深名線が通過しているだけで，そのほかの交通機関はまった

くない。国鉄駅も蕗ノ台・白樺があるが，両駅とも無人駅であり，両A駅あわせて人家

レユT リナイ

が数!ゴあるだけである。図幅南方の朱鞠内からウツナイ川にそって，自動車林道が|司

i幅内の滝ノ沢まで通じているが，そのほかは蕗ノ台を中心としたごく一部の地域に歩

道があるだけで交通はきわめて不使である。

形地

路之台|斗i隔地域は，雨竜III ・遠別111 ・安干志内 ill ・羽幌川などの段上流地域にあた

り，これらの{III JII の分水山地帯で、ある。

*この地域の地形は，ピッシリ III (1, 031.5 m)，シートートムシメヌI lJ (790m) な

どを連らねる，ほぽ南北の陵線を境として，(1)両側の地域， (2)東側の北部地域， (3)東

側のf'~i1iI;地域，の3 地域に大別することができる。

第 1 図 ピッシリ山(1，031.5 m)，右後方はエビシュオマ

ップ III ・カルウシナイ川流域

(1)西側の地域は， I寸 l隔の西部約%を占める地j戒で，遠別川および羽|幌川の流域であ

る。 南北性の2~3 条の稜線を主lJ/長としており，これを無数の小沢でこまかく網根状

に切り刻み，れII川密度の高いことで特徴づけられる。この地域は，主として新第三系

liCl新統の古丹別層で構成されているが，南北性の段線のつらなりは，古丹別)曹の地質

構造とよく一致している。

(2)東側北部地域は，図幅の北東部約弘を占める地域で，安干志内III ・ウツナイ川・

プトカマベツ川などの分水地帯にあたる。I-II]頁稜線部は，ゆるやかな千坦面からな

り，一般に起伏が少なく，谷密度は(1)にくらべて小さい。この地域は，主として新第

三系中新統ピッシリ岳層の釜ヶ淵火山角磯岩部層で構成されている。

*通称ピッシリ!丑
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第 2 図 蕗之台図幅地域谷惰度分布閃(単位面積内の河川の数)

(3)東側南部地域は，ウヅナイ川流域および朱鞠内湖で占められ，丘陵性台地を形成

している地域である。この地域で-は，谷密度が i刈幅地域でもっとも低く，起伏量も小

さい地域となっており，中新統ピッシリ岳層，鮮新~更新統の蕗之台)骨および更新統

の段丘堆積物が発達している。

*|ヨ幅地域を空中写真で観察すると， (a)長さ 200 m----500mの条線， (b) 半円弧状の条

線，および (c) N lOo~20oW 方向と N700E 方向の， 2km----3km まで追跡できるやや

* リニアメント (Lineament) の 1 種と考えられる。リニアメントは， Hobbs(1911)

によって与えられた民地球面f::の有立な線、として定義されたもので，白石辰巳・

星野一男・老凹絃- (1967) は，ミ航空写真 kで観察される，地形・河川流路・植生，

あるいは土壌の色調などにより規制された直線的な白然現象、としてとりあつかっ

ている。
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第 3 図 蕗之台図幅地域起伏量分布図〔単位面積内の蚊

高と最低点 IHi の等高線の数， (20m等尚線)J

強、し、条線，の 3 種がみとめられる。

(alの条線は， (1)西側地域の主として古丹別層および(3)東側南部地域のピッシリ!引同

港連地域などで，模式的にみとめられ，地層の走向にほぼ干行しているものと， (elの

条線に平行しているものとの二種類が識別できる。前者は，地層の岩質の差にもとづ

くもので，地層の構造をあらわし，後者は，断層構造にともなう小さな訓れ目を表現

しているものと推定される。(b)は，主として(2)東側北部地域の釜ケ湖火\[1角瞭岩部層で

占められる地域にた達しており，火山角瞭岩の堆積構造をあらわすものと推定されるの

(c)は，地表調査で追跡できる断層線の方向と一致しており，断層構造をあらわすもの

と推定される。南北系と束同系の 2 種類が識別され， I斗中高のほぼ全域にわたってみと

められる。
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ーにし.'-./1 ~2.~3 4

1 地層の走向を夫わすと考えられる半円弧形の弱し、条線

2 断層を表わす強い条線

3 地表調査で推定される向斜軸

4 地層の走向および断層線に沿う小さな割目を表わすと

考えられる直線状の弱し、条線

第 4 図 空中写真による各種条線(安平志内川上流地域〉

一一一一一一一 ! 2 一ー一一 3

1 断層を表わす強い条線

2 地層の走向を表わすと考えられる直線状の弱 L、条線

3 地表調査による地層の境界線

第 5 図 空中写真にみられる各種条線(熊ノ沢流域〉
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最己

III 地質概説

路之台図幅地域の地質構成は，第 6L叫のように総括される。閃|隔地域は，神居古j軍

時代|層 序幡町l献柱ス伏|岩質岩科I その他

第i 沖積 I~I {中積層 A川三七:二l 砂喋粘土 i
四l I i -一一一斗ムスムよふふ￡十 | ィ、終 ノ入

品己|洪積州 支丘堆干賓層 Te I-~a~;; 0 ~ o~ 礼砂礁 {
一↓一---l-一一一一一一一一一←一一一一一」ムヰムムムムムム二I イ、 整 f?

第[1~川町 民000 工二|砂礁砂岩、シル卜岩 i

III げ善之台層 FK TT子子I(亜炭層を挟も) I 亜 炭

I(基底磯岩)
ィ、整 fT 構造;1f動

ツ I i!付加!同// 門竺竺τラいい間 // 11J i 亜 炭
し./ 釜ケ淵 戸三二弓 Yムぬペ

。 1 川、 ~4i ト\火山角機|三 1二ニケ亜炭山 ¥ 一、 I
品 I'"'' 山三/制帽I~ O·D z;::;?~ ~I闘を挟t) 〉 {ll|i附介 fUi \加I')

層/ km ιと二トヨ く/ 議 l
新|巾じ| \\ト 400J 二 i江主込三ム非竪肘)\ 行|ィ、桜 fT 構;;'!;H1J

磯岩砂岩郎層 Kt7 I~ :" 0 0ー. 0 C 耐出

制 !22ttori機岩，桝 J

第|来tr I 古川ト砂札頁州層|。二三三;げ岩砂岩ti'!
II--l I 750~1200 Kt6ιτ示τー云司 (凝!閣を挟む)
一一一←

且川書きれr'f/)層 KtS I0_O~ 0 0 0 0 00]
ドー I0 _0=0 -0ｷ0 ｷ0ｷ0 01 礁岩 . p.:!i'-!'"

一世 I· L一一 750-1200 二え i三パ|

別!頁岩部!者 Kt4 三三三三三|頁岩，シルトお
O~: ，OO i 二三=三宅三二三 I (凝灰岩を挟む)

層リ b岩間， Kt: ， foo 砂岩，砂岩・頁岩の薄|
O~17S 互層 |

砂岩.磯忠告\;層 Kt2 I~士三三~~n~: I砂岩に富むが砂岩間
ト1150 テ詰0° 0ーe°eoolの薄互層および磯岩を介 (I1

頁岩闘機岩部層|三よそ=一三|頁岩，桝・併の互開
ト650 ｱ Ktl I て二」ニーニ

I·-'--·~- ィ;整 fT 構造運動

築別層 印 | 二 シルト岩 |海侍介化れ

SOO十 砂岩 (..枚介)

ィ、整合一機造運動

市 プトカマベツ JII層三忌三砂岩ンルト岩互層
日' 群層 p 礁岩 φ乞挟む

亜

5∞± ? 。(基底喋岩

来己
主ヱ熊ノ沢層 正三三二三 ンルト岩 I崎介化石

Km 1__ _ 1 I(アンモナイト，
塁、ノF 間十 泥岩 イ/七ラムス)

第 6 図総合地質柱状図
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市上の一地域にあたり， T有権および北按する添牛内|制l国や共和l訓l両地域で、は，神居III.

禅惜の主要構成員である空知)曽右手や蛇紋岩の発注がみられるが，この l~lll·届地域にはこ

れらの岩層は全くみられない。この地域は， 上:部えぞ層群以上の白亜系の一部と，新

第三系以降の地層で構成され，相対的に神居古揮帯の沈降地域、に十日当する。この地域

の最下位を構成する白亜系は，砂岩・頁岩を主体としたよ弘層で，二層に区分される。

この地層中に含まれる化石は浦河世上部からへトナイ世をしめしており，上部エゾ層

群および支川層群のそれぞれ一部に相当する累層である。

向指i系をおおって，新第三系がた達している。この地域の新第三系は下部中新統の

築別層， rp吉g中新統の古丹別)吾， 上部中新統のピッシリ岳)醤，および鮮新~洪積統の

路之台屑に|足分される。

築別層は，下位の白亜系とは断層で擁して，丙部地域に発達しているが，下部が砂

岩，上部が泥岩にとみ，海陵介化行を合んでいる。

古丹別層は，築別層を不幸午合におおって，西部地域にだけ分布している。古丹別居

は全般的に砂岩・喋岩にとむが，下部では比較的泥岩の介在が多く， 上部になるほど

陳岩が優勢となっている。岩相によって 7 屑に細分することができる。

ピッシリ岳層は，古丹別層以下の地層を不整合におおって，ほぼ全域にわたって分

布する地層で礁岩・砂岩. ffi:岩などの正常堆積岩を主体とする部屑と，火山角喋岩か

らなる部層とにl正分され，両者は指交関係をもつものと推定される。 正常堆積岩から

なる部層のうち，東部地域に琵達するものには， しばしば亜炭層を介在していて非海

成のJft:稿用と考えられるが，西部地域では海棲介化石を合んでいて，海成の堆積相を

しめしている。

路之台層は，ピッシリ岳層を不整合におおって，東部地域にだけ発達している地層

で喋岩・砂岩・泥岩などで構成され亜炭層を挟在している。岩質的には， ピ y シリ岳

層のIf.常堆積岩相と区別しがたい場合が多いが，一般に喋岩に富み相しような岩相を

しめしている。また下位のピソシリ岳層は，急傾斜の閉山構造をもっ場合が多いのに

反し，蕗之台層はほぼ水平か緩傾斜で発達している。

第三系を不整合におおって第四系が発達しているが，洪積世の段丘i在積物と，沖積

層とに|疋分される。
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IV 白亜系

l斗幅地域の白亜系は， II'央北部地域にだけ分布し，岩相上から熊ノ沢層とブトカマ

ベツ層に二分される。熊ノ沢層は，泥岩・シルト宥を主体とする地層であり，プトカ

マベツ層は砂岩で構成されている。

IV.! 熊ノ沢層 (Km)

このJ也)曽は， J車車IJJII本流・員長ノジ〈・ルヤンベナイ III ・泥川およびプトカマベツ JII な

どの上流地域に分布している。

泥岩およびシルト岩を主体とする地層であるが，まれに砂岩を介在している o de宕

は，このj也層の下部に発達しており，熊ノ沢・遠別川本流などの上流地域やルヤンベ

ナイ川下流地域に模式的に発達している。一般に，黒色~暗灰色を呈する塊状の泥胃

からなり)曽理面の発注がわるいのこの泥岩中には， しばしば訂版質の同球を含み，そ

の中にアンモナイトやイノセラムスのイヒ石を多産する。

シルト岩は，熊ノ沢悼の上半部を構成し，ルヤンベナイ川，ブトカマベツ JII，泥川

などの上流地域に琵注している。一般に暗灰色を呈するシルト岩で構成されている

が，砂質や泥質の部分を，パッチ状にもつミ泥くい砂岩、もみとめられる。全般的に

王ねぎ状構造が発注している。下部の泥岩と同様に，訂版質問球をふくんでいるが，

泥岩中の凶球にくらべ化石の合有は少ない。

砂岩は，泥宕やシルト右中に 1~2m の厚さで介在するもので，陪緑色の中粒~粗

粒砂岩である。この砂岩中には，海緑石粒を含むことが特徴的である。

熊ノ i)(層の下部を構成する泥岩

rl'には，ひんぱんに化イ iを産IUす

る。一般に日l球中のものが多い

が，そのほか泥岩中に含まれてい

るものもある。

熊ノ沢および、遠別111 卜jf[地域で、

産出した化イiは次のとおりであ

る。

第 7 図 アンモナイト化石，熊ノ沢上流
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Gaudrycerastenuiliratum YABE

G. dense ρlicatum (lIMBO)

Neo ρuzosia sp.

Neophyllocerassp.

dr.Canadoceraskossmati (YABE)

Euρachydiscus haradai (lIMBO)

Poly ρticoceras sp.

Inoceramusnaumanni YOKOYMA

よ dr. orientalis SOKOLOW

よ shmidti MICHAEL

Patellasp.

またルヤンベナイ川地域からは，

cα仰udrycera αs te仰nzαuilira σtωum勿1， YABE

I品no町cera仰仰fηmz仰zz仰uω4俗s s釘chmidtμi MICH王AEL

Echi印'1ηnoidea

などを産出している。フトカマベット JfJU也城て、は Inoceramus sp.(orientalistype)

が識別された。

熊ノ沢層の)手さは，熊ノ i尺・透明 j川上流地域で1， 000 m，ルヤンベナイ川・ブトカ

マベツ川地域で約 500m ，が露出している。

IV.2 プトカマベツ川屑 CPt)

この地層は，ルヤンベブイ川およびフトカマベツ川の上流地域に分布し，おもに砂

岩で構成され，喋右をともなう地層である。下位の熊ノ沢層との関係は，ルヤンベナ

イ川上流地域で観察されるが，そこでは熊ノ沢層のシルト岩上に不規則な面をもって

フトカマベツ層基底部の陳告がのり，不整合的に接合している。

この地層の構成員は，傑岩 . {i!J;{'i ーからなるが，陳岩は基底部および下育 I; の砂岩中に

みとめられる。ルヤンベナイ川では基底部に 1m ていど発注し，その上にのる砂岩巾

に 30 cm---1m の厚さで数枚介在している。ブトカマベツ川では基底部に)享さ 1m て

いどみとめられるだけである。喋岩の礁は，向.地域とも指頭大から拳大前 f麦の円喋で

構成され，円磨度は比較的高い。喋は，先白亜系から由来した硬砂岩・珪岩などで構

成されている。
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第 8 図 ノレヤンベナイ川崎査凶

フトカマベツ併の主体となっている砂岩は，青緑色~緑色を呈する中粒~中Ii粒砂計

で，一般に塊状の産状を呈し堅硬であるが，フトカマベツ川上流ではシルト岩や細粒

砂岩を介在し，層理面の発達していることがある。砂岩中には全般的に赤・古・緑な

どの色調をしめす小粒子が散在しており，いわゆるミ雑色砂官、の様相をもっている。

プトカマベヅ層の厚さは， 500m+ である。

IV.3 図幅地域の白亜系の地質時代および、対比

自民ノ沢層から産出するアンモナイトおよびイノセラムスの化イ iは油 {nJ 甘 f:新期から辺

富内世古期の時代をしめしている O したがって，熊ノ沢層は共和凶 l隔地域のニコ‘リ川

層・奥板谷層に対比され，また添牛内凶 l隔地域の白亜系最上部の UYs の一部に対比

一 10-



されるものと考えられる。

ブトカマベツ)脅からは化イ iを採集しておらず， f時代決定は閃難である。しかし，共

*和I':<JIII困地域の安川層群の宥相に類似していること，熊ノ沢層を不整合的におおう点な

どから，交川層群の南部延長と考えられる。したがって，プトカマベツ屑の地質l時代

は辺富内世新期である。

V 新第三系~第四系

('Ii匝系を不整合におおって，新第三系中新統が発達するが，凶II届地域の中新統は，

ドから築別層・古丹別)再・ピッシリ岳層に区分される。築思IlJ曹は西部地域に，白亜系

や古汁別居と断層で接して，わずかに分布し，砂岩・シルト岩で構成される地層であ

る。古丹別層は，両部地域にひろがる砂宕・頁岩の互層および棟岩で構成され，いわ

ゆるモラッセ刑のJif.積層といわれる地層である O ピッシリ岳層は， I司幅のほぼ全域に

わたって分布し，支山岩質火山角喋岩と砂岩・頁岩などで構成される。

第三系~第四系(鮮新~洪積世)の地周として，路之台層がある。この地層はピヅ

シリ岳肘を不整合におおって分布し，陳岩・砂岩・泥むから構成されている。

V.I 築別屑 (Cb)

築別!母は，西部地域にだけみとめられる地層で， ワッカウエンベツ JII ・羽幌JII ・熊

ノ沢・遠別川本流・カルウシナイ )11 ・エピシオマップ川などの上流地岐に点在して分

布している。いずれの分布地域でも，下位層とは断層で躍している。

比較的広く分布するカルウシナイ川およびエビシオマップ川上流地域の観察では，

下部が砂岩を主体としてシルト宕を介主し， 上部が砂円の薄層をはさむシルト岩で構

成されるσ

下部および土部にみられる砂岩は， I情青灰色~灰白色を呈し，中粒~細粒のもので

ある。シルト宥は， 叶生に陪灰色を呈 L ， 3---5em 角の塊状に破砕することが特徴で

ある。下部および上部を通じて，一般に屑理の発達がわるく塊状の産状をしめしてい

るが，下部ではまれに粒度のことなった砂岩の互層部やシルト岩の薄屑を介在し，層

埋のみとみられることがある。また，まれに指頭大の円礁を散点的に含む粗粒砂宥の

薄同を介在している。 遠別川上流のド部相当層の砂右中には，厚さ 1m および、 3.5m

*築別炭団地域でも服部幸推 (1965) は安川層群に対比される原の沢層の下底に不整

合の存在を報告している。
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の石炭層を 2 )骨介在しているが，ほかの地域には石炭層はみとめられない。したがっ

て連続性のないレンズ状の炭層と考えられる。上部では， 11少岩の薄!闘をはさむ場合や

砂粒が並んで層理や葉理をしめすことがある。

第 9 図 築別層の化石産地(エビシュオマップ川I)

ド部の砂岩中には， しばしば介化石をふくんでいるが，とくにエビシオマップ川の

つばめ岩の下流には厚さ 1.5m 前後の介殻化石屑がみとめられる。古川ほか(1968)

によれば，この化石層から ， Lucinasp, A仰向ra sp, PIゅhia sp, Solen, sp, Tellina

sp, Macoma.sp などを報告している。カルウシナイ川上流地域、では，砂岩岩今 lリII に散人『

的に介化干行 iを産し ， Mぬacωom αS叩p， Tullittellasp, Lucinasp などが目立っている C

凶III高内の築日 IJ) 骨は，分布が小さくそれぞそ独立していて，互いに関連を把握するこ

とは閑難であるが，エビシオマッフ川およびカルウシナイ川上流地域の築日 IJ層の h'iitIJ

を基準とすると， ~J;Jll 唱川 t流の築別居は，下部および上部に，熊ノ沢・遠目 IJ 川および

ワッカウエンベツ川上流のものは下部に，それぞれ相当する。

熊ノ沢・遠別川およびワッカウエンベツ川などの上流地域の築別層は，ともに断層

にかこまれ，いちじるしく転移した狭小な分布しかしめさないが，白亜系を核とする

背科構造の翼部を構成するものと考えられる。カルウシナイ川およびエビシオマヅブ

川上流地域の築別層は，南北性の微摺 fl+l をくりかえてながら両-方に k位層が発達する

構造をもち，また羽幌川上流地域で ιj:南北性の走向で-東傾斜の単斜構造となっている。

築別層の厚さは， もっとも分布の広いカルウシナイ川およびエピシオマァプ!I I 上流

- 12-
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に接しているのがみとめられる。

この地域の古丹日Ij層は，ほぼ南北の走向をもち， l司幅西端にみられるピッシリ岳層

を干五とする向科1茸j告をしめしている。

古丹日Ij層は，機岩・砂岩・ Jl:岩および凝灰岩で構成されるが，全般的にート宇部が砂

岩・頁岩の介在が多く， 上部が傑岩にとむ層相を示し，岩相によって下から，頁岩砂

岩礁岩部層・砂岩礁岩部!再・砂岩部層・頁岩部!昔・喋岩部!吾・喋岩砂岩頁岩部層・棟計

砂岩部層の 7 部層に細分することができる。ただ，凶III面の両市端地域および中央部南

端地域に分布する古丹別屑については，岩柑|足分が閃難なため，一括して末分離層と

してあっかつである。

a) 頁岩砂岩機岩部!骨 (Ktl)

この部)普は， 古汁別)同の最下部を構成する部層で，熊ノ沢・遠別川本流の t-j ~U 也域

およびカルウシナイ川上流地域にみられる。民岩・砂岩・ it者岩の互!骨からなる。 n行

は 5m~ lO m， {沙宥は 1m""""'3m ，喋岩は 1.5m~6m の厚さで互層状態を示し，全

般的に頁右に富むことが，この部悼の特徴である。この部)曹は，カルウシナイ川上流

地域で 320m 前後の厚さ示すが，その l有方で、は急激に尖減している。また遠別川上流

流域地 Ji'xで、は 900m 以上に j主し，北方に向って厚くなる傾向がある。

第 11 図 古丹別層瞭岩砂岩頁岩互層(遠別川上流)

b) 砂岩礁岩部)昏 (Ktz)

この部属は，熊ノ沢および遠別川木流の上流流域に分布し， Tt立の部!留と同様に，

14-



f沙行・ reG ・傑岩のIi.!同で構成されるが，砂岩·n芋?の薄立:J骨および喋岩の介在が， 下

位i日開より多く，全般的に砂岩に富むことが特徴である。雨竜越の沢ではわずか 100

m ていどの厚さしかしめさず，南方に尖滅するが，北方に向って急激に厚さをIH し，

r!~1 のが(で 600m，遠Jjlj川本流では1， 100 m，熊ノ沢では1，200 m におよんでいる。

第 12 図古丹J]IJ層砂岩部層(遠別川上流)

c) 砂行部層 (Kt3)

この，'ff)同は|村竜越のれから遠別川本流にかけての約 4km 問に発達する部回で，キIt

t.J:- 1 !'粒の砂岩からなり，間に砂岩・頁岩の互層を介主する部層である。岩相的には，

ト: tiroの砂!til探岩部層の最上部相とも考えられるが，塊状の厚い粗粒砂岩が分布範囲内

で追跡されるので， 1 部層として|ベ分した。この部)時は，雨竜越の沢で 150m， 't' の

れで 175m，遠別川本流で 150m の厚さをしめしているが， IH方および北方に向って

尖i成している。

d) 目店部)曽 (Kt.l)

この部層は，雨竜越の沢から北方に発達し， I暗灰色の頁岩および、ンルト岩で構成さ

れる O 全般的に 3-30cm の灰白色の凝灰質砂岩および白色制n粒凝灰岩を 3-4同介在

している。百平干およびシルト岩は，一般に赤さびを生じ細片に破砕されやすく，石灰

質問球をしばしばふくんでいることが特徴となっている。この部)普の厚さは，員長ノ沢

で 300m，遠別川本流で 250m，中の沢で 275m， r村 i主越の沢では 250m の厚さをし

めしているが，カルウシナイ川上流で‘は尖減している。
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e) 疎岩部層 (Kt5)

この部層は，ェビシオマップJII から北方遠別川流域地域に発達し，傑岩を主体とし，

砂岩・シルト岩の薄層を介在する。陳岩には，際粒の大きさ，撲と基質の量比などの

ちがった傑岩が互層状を呈して厚い喋岩層(1O~50 m) を構成していて，遠望すると

層理面がみとめらるが，近よると不明瞭なととが多い。しかし薄いもので 10cm，厚

いもので 50m 平均で，下部から上部にむかつて細粒となる械化構造が発達している。

また，喋岩中には，基質が泥岩からなる喋岩，いちじるしいスランピング状態をしめ

す棟計・花崩岩礁・石灰岩礁が濃集した磯岩など，特異な岩相を呈する礁岩がみとめ

られる。この瞭岩属から上位の 3 部層は，下位の 4 部層を北から市に向って大きくオ

ーノミーラップし，南部のエビシオマップ川上流地域では，築別層上に直接している。

このことは，古丹別層全体が，南部で薄く北で厚くなることと考え合わせて，~-丹別

層;iiH~t l! 'j の;基盤の状態を矢IIる手掛りとなっている。喋岩)留の厚さは，熊ノ沢でもっと

も厚く1， 100 p1に達するが，南方に向って薄くなり，カルウシナイ川上流では 900m

前後となっでいる。

第 13 図 古丹別層砂岩頁岩互層

f) 礁岩砂岩頁岩部層 (Kt6)

ド{V:の操岩部層とほぼ同様の分布と構成員をしめしているが，下位部層にくらべ只

岩および砂宥の介在が多く，灰白色の細杭凝灰岩の薄層 1.5~2 m をはさむことが特

徴である。この部層の厚さは，やはり北部の熊ノ沢で厚く 730m におよび，南部ほど
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薄くなって，カルウシナイ川上流地域では 200m 前後となっている。

g) 喋岩砂岩部)時 (Kt7)

I主丹別層最上ー部の部層で，下位 2 部同と同様の構成良からなるが，ふたたび傑岩が

主体となっている。ただド位の傑岩部層にくらべ砂岩の介在が多いこと，および白色

凝灰岩薄層を介在することが特徴である ο この部)曽は上部をピッシリ岳層で不整合に

おおわれてはし、るが，やはり，北部で厚く，南部で薄くなっている。熊ノれ1， 000m

以上，遠別川本流約 1 ， 200m であるが，市部のカルウシナイ川正流では 175m しかみ

とめられない。

h) 未分離占丹別居 (Kt)

|寸幅の両端地域および河南部地域に発達する古丹別!再は，主として礁岩で構成さ

れ，砂岩・頁岩を介在する岩相からなる。これらは遠別川流域地域で、分離された上部

の 3 部層に相当することは，まずまちがし、ないが，遠別 III 流域地域のように明瞭な岩

相区分が困難なため未分離層としてあつかってある。

，11汁別層の機岩は，前にものべたように，礁の大きさにはいろいろあるが，一般に

挙大の大陳に富んでいる。まれに人頭大以上の日礁を含むことがある O 礁の形状は，

叶如こ円礁に富むが，亜角礁・角喋もみとめられる。蝶種についても，粘板岩・チャ

ートなど古期岩が圧倒的に多いが，また白亜系から由来した堆積岩瞭も含まれている

が花崩岩や {i 灰岩などの特殊礁もふくんでいる。熊ノ沢地域の古丹日Ij層について，際

種・形状などについて比較したが，その結果は第 1 去のとおりである。

第 1 表熊ノ沢流域市丹別居の礁岩分析表

3

採

集

地
占 l

※

LOC.MI • ~J ., ~J ~"i
139! 100114.25: 5.61

1401 100!17.84: 6.191

引 M1619l786
142i 100!24.301 6ｷ94

1431 昨o 引 4 叫
※第 10 凶参照

平平 礁の Z; 質%

均 l 均 つ--:"l:!J- ~ ~..+f!i一一一←一一一
球|円!品点;石町百花質ザ岩ホてそ

形 i 磨 ::~ !:J<.緑 l 崩岩;了 l ル了の
一-"度 l 度 l 乍

l 積如、計石岩岩類\，、類ンス

o 判 52187l5l8l
0.72! 4.7! 78! 41 151

¥ A cl c ,,\ 1¥ tii 0n1
0 ・ 72: 4 ・61621L9129[

0.73! 4.5 76' 4' 17
~ ~I ~J

0 ・ 73 1! 6.91 861 121
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串

V.3 ピッシリ岳層

ピヅシリ岳)普は，白亜紀)吾・築別層・ r~· 丹別)爵の分布地域をのぞくほぼ全域に，下

位層を不整合におおって発達し，安山岩質の火山砕屑岩十目と，礁岩・砂宥・ :n 岩など

の砕)再岩相とからなる。火山昨府岩相を釜ヶ消火山角礁右部層，砕屑持相をエビシュ

オマップ礁岩砂岩 j尼岩部)曽として|足分した。一般に，釜ヶ淵火山角喋岩部層が，下位

!昔を直接おおって，ピッシリ岳)詳の下部を構成していることが多いが，一部では，エ

ビシュオマツフ 1蝶岩砂告泥岩部)詞にふくめた，砕肘岩相が火 IIJ 角喋岩層の下位にも廷

述していることがある。したがって両部同は ， In 、に指交関係をもつものと考えられ

る。

ピッシリ岳)骨は稚内 /1首の堆積相であるが，このlI !j: 期の火山砕閥、右相としては，凶 111/ 1\

地域がもっとも)ム.い分布をもち， しかも，神居古禅 'H'\:J: にあることと考え合わせて，

北海道北部地域の地質構造上で，いろいろな問題ーがふくまれている。

a) 釜ヶ淵火山 Pi! 喋岩部同 (Pk)

|ズ:11隔の|河内 jj 地域の?i TI ノ沢流 J!~ からピッシリ岳にかけての lムj科部の地域，ピッシリ吊

から東 }-j の段線部をへて，エピシ

ュオマヅプ川つばめ岩・シトート

ームシメヌ山さらに j宝別!I I と志文

l付!I I ・ブトカマベツ川の綾線百 I)に

いたる地域，および凶 III国の東半部

一円の地域に広く分布している。

この部)骨は，安山岩質火山角棟

計， I司質凝灰角操行，凝灰質砂岩

などで構成される。志之内川やワ

ツカウエンベツ川上流地域には安

山岩溶岩の介在がみられる。[沙右'

や凝灰岩を介在する以外は，一般 第 14 図 ピッシリ l吾層筈ケ消火山角礁有部層

に無層理・塊状で，構造を知ることはむずかしい。

*地形図 Oi;万および弘・5 万)ではピッシリ山と i記載されているが，現地ではピッ

シリ吊と通称されており，橋木ほか (1965) にしたがってピッシリ岳層とする。
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火山角棟計の礁は，陥赤補色・陥灰色・ H白紙百色などの色調をしめし，組粒で廿hill

の日立つものから細粒ち密なものまでふくむ，安山岩機で構成されている。品質は，

一般に砂官凝灰岩であるが，志丈内川上流地域のように，俗熔'岩岩命でかためられている場

合もある o f棟喋F

れた円棟(人頭大以下)をふくみ，機岩様の外観を呈することもある。礁を構成する

安山岩は，合角閃石普通蹄石安山岩，普通輝1i安山干七合J己主m角I~~ィ i[~通陣石安山

岩ーである。ぶ之内川上流やワァカウエンベツ川上流にみられる府特は，角!~司イ=1 M:通鮪

イ i安山岩質のものである。

*b) エビシュオマップ峨右砂宕部)首 (Pe)

この部層は， IヰJiI白河北|惜の熊ノ沢下流流域に JiJI ，氏JW の向科部を形成しているもの

と， I斗幅中央部路ノ台を III 心とするカルウシナイ III ，エビシュオマヅブ川，沌ノれな

どの流域に陸向科構造を呈して分布しているものとがある。そのほか自陣の丙 7j に，

わずかにみとめられる。熊ノ沢下流の向斜部では，向{j ;:1 の両翼に古汁日 IJ闘を不~空合に

第 15 図 ピッシリ吊層エピシュオマップ砂岩醗岩部

層にみられる穿孔介の穿孔(熊ノ i){ 下流)

おおい，東翼では苓ケ湖火 1[[ 角棟、岩部同から漸移して定達している。凶JiI討中央部では

復向科部の丙費は釜ヶ消火山 f行機岩部)再と断層で拡:しているが，全体的にみると釜ケ

湖火山角瞭持部悼の上位に重なっている。東翼では全般的に上位の政之台層におおわ

*古][I， U1 木，小島(1968) のエピシュオマップ層に相当する。
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;fl ているが， ウツナイ川支流の滝の沢では釜ケ関j火山角瞭岩部層と指交関係がみと

められる。また白樺周辺では釜ヶ淵|火山角喋岩部層の下位に発達している。このよう

に， I司幅内の各地域や，周辺凶幅地域での釜ヶ調l火山角喋岩部屑とエビシュオマップ

{喋岩・砂岩・泥岩部層との関係をみると，両者は指交関係にあるものと考えられる。

この部層は瞭岩・砂岩・泥岩で構成され，亜炭層を介在している。

西部の熊ノ沢下流域で'1;;1:，下部が瞭岩，上部が砂岩およびシルト岩で構成されてい

る。 喋岩は，円陳および角燥を凝灰質砂岩の基質で豚結しており， ~業種:は安山岩がも

っとも多く，粘板岩や硬砂岩. If岩の「甘期岩質もみとめられる。砂宥は，青灰色~青

結色を早し，凝灰質の粗粒~中粒の砂岩で円燥を含む場合もある。この砂岩rllには只

化イ iの密集借を介在している。貝化石は一般に岐片が多いが，

Patinoρecten yessoensis JAY

Conchocelabisecta (CONRAD)

Macomaoptiva YOKOYAMA

Myacuneiformis (BaRM)

Portlandiathraciaeformis (STORER)

Turrittelasp.

Anadarasp.

:竜 !J そ

ab 来岩

三ユ砂店

己ヨ泥后

E53火山角珠店
o ノ疑灰岩

ーー豆炭
一一一 F 断層

究 化厄産地

中て

Cb 築別層 Kt 市丹別層

第 16 図 ピッシリ岳層柱状対比|えl

りノL勺
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などを産出する。

|司!隔中央地域のこの部層は，おもに傑岩・砂岩・ 1尼岩で構成されるが，凝灰岩や i匝

炭を介在し湖成推積層の様相jをしめしているが，海陵介化行を含み海成相をしめすも

のもある。喋岩はカルウシナイ川の上流に顕著に発達している。ここでは 300m にも

達する厚い層厚で，この部層の下部をしめている。礁は拳大以下の瞭が多いが，人頭

大の瞭もみられる。fJ3表質は安Iii岩礁および粘板岩，硬砂岩などの古期岩類、である。砂

岩・泥岩はこの部層の主体を構成するもので，いずれも凝灰質である。砂宥は新鮮な

l両では，青灰色を呈し，風化面では黄褐色で比較的もろい。一般に細粒であるが，な

かには粗粒で含傑砂岩に移化するものもある。含傑砂有の陳質は指頭大から拳大の円

礁で，便砂岩・粘板岩・出岩などの古期岩機を含み，安山岩礁もみられる。泥岩は灰

色~青灰色を呈し，なかには炭化木片や菱鉄鉱質団塊を合んでいる。これらの砂岩-

j尼右は，単層としては連続性に乏しく両者が水干的に移化する場合が多い。凝灰岩や

亜炭はこれらの砂岩，泥岩中に挟在するが，凝灰岩は白色の細粒砂岩質の凝民岩で，

この部層のほぼ中部に 5..-...lO m の厚さで二枚介在し，鍵層として追跡される。柑炭

は，薄いものはこの部層の下部にも介在するが，一般に中・上部に多い。全層を通じ

て 40 枚もの炭層がみとめられるが，炭丈 1m程度の比較的厚い炭層は 20 枚前後であ

る。

カルウシナイ川では，この部層の比較的下部の砂質泥岩rl'!に介化石を産しているc

識別できたのは， Turrittellαsp. Naticasp.Sρ isula sp. などである。

エピシュオマップ礁岩砂岩泥岩部層の厚さは，熊ノ沢地域で 400m+ ，凶 III面中央部

地域で 700~800m と算定される。

*V.4 蕗之台層 (Fk)

この地層は，蕗之台周辺，ウツナイ川西方の標高 300~600m のゆるやかな台地状の

地域および白樺周辺の泥川下流域，朱鞠内湖周辺地域に標高 300m 内外のゆるやかな

台地状の地形を形成して分布している。この地層の地質時代は明確に決めがたいが，

*今西茂，遠藤誠道(1954) の命名で，標式地は南接「添牛内」閃幅との境界付近の

深名線の切割で Menyanthes trifoliataLINNE の実が密集して産するという。原著

者は Menyanthes を多産するので洪積統と考えているが，橋本・長尾・管野(1 965)

の添牛内図幅では鮮新洪積統としている。また古 )11 ・山本・小島 (1968) のカルウシ

ナイ川層に相当する。
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橋本・長尼・菅里子(1965) に従い一応肘新一洪積位をしめすものと考える。

この地層はウツナイ川流域，ルヤシベナイ川下流域からシートートシメヌ Ilj 東麓に

いたる地域では，ピヅシリ岳)件の釜ヶ淵火山角陳岩部)件とウツナイ川l珂-;jの存沢では

l~fJI昔のエビシュオマヅブ1時計砂芋ii尼有部)曽と不整合に全なっている。|ヌII隔地域で、は|山j

者の不特合関係が明瞭に観察されるところはなかったが，エビシュオマップ時計砂fJ­

il己胃高官)izj と重なるところでは，著し"、摺山構造をしめすエビシュオマップ棟計砂!Ni!t

f1-iH~}t?jの臼こ，この地層は，ほとんど水平か，きわめてゆるやかな傾斜をしめして分

布している。釜ヶ消火III角棟計部同と接するところでは，この地!甫は急傾斜をしめし

ている。すなわち，ウツナイ川では 40°，シートートシメヌ山東麓の地域では 400~

50° をしめし，垂直に泣いととろもみられる。 この傾斜の一部は，時之台)時取前II!j の

初4:，傾斜に近いものをしめすと考えられる。

Fk 蕗之台層 Pk ピッシリ!ち層釜ケ消火山角礁岩部層

第 17 図 弼之台層の露頭(ウツナイ川交流沌の沢付近)

この地FAは際岩・砂岩 . yJ己目よりなりたっており，亜炭!討を介在しているc

喋主店;はこの地!層脅の基底部およぴ干

ているところでで、は，同!脅から山来したと考えられる安山右の人副大以上の日燃を合ん

でいる。一般に拳大の礁が多く安山宕のほか，古期岩組の喋もみとめられる。エビシ

ュオマップ機岩砂岩泥岩部!再と接しているところでは，指頭大から拳大の治li杭it;' .Tit)i

砂岩・時半?などの 1-'1'期岩類の礁が多いが，安山岩礁も合まれている。
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榛*;r~層
築別層 J 築別層 築別層 築別層一一一一一-j

大和層
一一一一一司~~ドー}干}円一一一千」ー『一一守♂一寸-一一-~一~~一一~γー一一司

三毛別層 毛別層

断層-十一一一一一
|羽幌層

断層一一←一一一一一

ド1 明系tJ翠:系 (]望系 (J 望系

中

新

開:

{沙:計 · if己宕はともに凝灰白で，庁灰色の色I消をしめし軟弱である。砂円は粍l粒から

網干!L といろいろの粒度をしめし ， i尼干7は全体的にシルト行!円である。{沙'0 ， iJ己計は{探

i~i)時とともに互)#を呈している。

!匝炭は砂岩・ジ己主三 11 tに介在している。 5~6 同で， )亨さは数 em の薄いものから 2m

に注するものもみられるが，一般に 20cm~50cm のものが多い。しかし炭質が:lf!~ く

連続性に之しい。

この地層は，一見ピッシリ岳)悼のエビシュオマヅプ時計砂!NiJ t: +:j'部)同と頬似し，出

版では区別しがたい行相を呈しているが， ~.般にエピシュオマップ時計砂計泌計部同

より軟弱組しような店社iをしめしていること，構造的に緩傾斜であることなどからい:

別される。

)骨!享は 150m~200m と算定されるc

V.5 新第三系の対比

同市両地域、と周辺 l寸l隔地域との新第三系は，治 2 去のように対比される C

凶i隔地域に発注する新第三系は，築別)時より上位の地層で，築日 IJ ・ :::];]1 悦炭 III 地JllXの

羽 l幌肘および三毛思Jj帽に対比される地層は見当たらない。共和|斗 III両や添牛|付同 III両地域

でも Iii} 様で，ヰ JIll 副首・三も日Jj憎の Jjt 積盆は l三JIl l両地域より四方にあったことがうかがわ

第 2 表 Ii;] 辺閃幅の新第三系対比夫

|初浦図幅 i 築別炭鉱図幅 1 添牛肉図 l幅 l 蕗之台図幅(共和凶幅 |恩根内図幅 1 名寄図幅
時代 I ~1(~L~~\ 1:~'JI~:1~;~~ 1~J:~ ，~"t';.~~~ ffl'<-n ~IPall_I~I'~I:I_~ ，~..'~;'， n~o\1 ~r~::':~.:'，~~~l|秦(1 96 1) I 松野，木駅19ω)1 橋本， Jdt:.菅野 (I航小山内，-Jt. 高橋 (I州小山内，庄町1965) I今阿(1956)

四朗t) I~*之台層 |蕗之台層名寄層群

持決同制層|茂築別層 II川崎 川西層
γ- 一一上一--二」 ト一一一一一一一一一一一一

遠別層 遠別
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れる。共和閃i隔地域では築別相当層をド部の砂岩を主体とする地層を大和層，上部の

泥岩を主体とする地層を榛の木沢層と呼んでいる。添牛内図幅や築別炭鉱図!隔地域で

は，それぞれ砂岩部層・泥岩部層として区別し，築別府として・括している。築日IJ層

には海陵介化イ{を産出し築別化石動物群と呼ばれ中部中新世をしめしている。

古丹別層は，築別層とともに共和[g]I!届の西北部から閃I/J高地域を通り添牛内|司l/J面の ii'

央部を結ぶほぽ直線の両 h地域にだけ分布しており，北から I千j まで岩相が確実に連続

している。天北地域の哨幌層および雫知南部地域の川端層に対比され，中部中新 ru: を

しめしている。

ピッシリ岳層は，凶III面北i河端の熊ノ沢ド流地域の)由子が，共和|斗|幅・築別炭鉱|司III面・

初浦凶l隔地域にそのまま連なる。すなわち下部が安山岩質火III角傑岩， 上部は砂岩層

で海棲介化石を含み，築別炭鉱I斗幅地域ではチェポツナ層，初浦図IIJ高東部・共和凶III日

阿部地域で‘は東野層と呼ばれているO なお初浦|司Ijl面では古丹別!国を軸部とする歌越別

背科の両翼では金駒内国と呼ばれている。これらの地憎からは稚内一八雲動物群をし

めす Portrandia thraciaeformis , Macoma0ρtiva ， Myacuneiformis などを普遍的

に産出し，東野層・金駒内!留の上位に整合に電なるシルト官を主体とする遠別層とと

*もに上部中新 Ill: をしめしている。

ピッシリ岳)骨は，同l隔地域を中心として，共和l司幅(小 rFtIr層)思恨内|司幅(美深

層)名寄図III面(美深層群)添牛内図IIJ面(ピヅシリ岳)普)に広く分布するものは安III岩

質火山角棟岩を主体とする地層で，一部海成相もみられるが亜炭層を挟在し陸成耶積

相の様相をしめす正常堆積岩をともなっている。思十l~内・名寄lオi隔地域の美深層には

植物化石を産出し， と部中新世をしめしている。

蕗之台!留の地質時代は正確に決定できない。周辺凶幅地域では，阿部の遠別層の上

位に整合的に Fortiρecten takahashii を産出し，鮮新~j: をしめす茂築日Ij層が発達し，

東部では美深層(群)の上部には不整合に Fagω jaρonica で特徴ずけられる鮮新世

の植物化イ i群を産出する川西層が発達するが，蕗之台層には Menyanthes を産出する

だけで， ，支築別!脅・ Ill jJ§ J再に直接対比することができない。

*天北地域との対比は東町層・金駒内層は稚内層に，遠別層は声間層に対比される c

- 24-



VI 第四系

VI.l 段丘堆積物 (Tr)

ウツナイ川およびエビシュオマップJII のド流域に比高 20.........40m前後の干坦面を形

成して段丘堆積物が楚達している。との堆積物は，安山岩の巨喋を合む砂傑層で構成

されている。

しかしながら，この堆積物を発注させている地域より上流のウツナイ川，エピシュ

オマップ川は流路も短く集本面積もせまい。またこの村上積物の分布は，ほぼ初生傾斜

をしめしていると考えられる出之台回の分布地域にだけ， I司)再を不整合におおって発

j主している。

このことから，この堆積物は，洪積 Ill: の内陀盆的な位置に堆積したものが段丘堆積

物として浅存したものと考えられる。この堆積盆は，上部中新世のエビシュオマップ

イ探右砂宕泥右部!百の陥没性ヰ f~積位の位置に引き続き生成されたものと考えられる。

VI.2 崖錐堆積物 (Ta)

遠別川本流上流や熊ノ沢上流地域および凶1[1両東端部に発達している。

ヰ[~積物はピッシリ岳)同の釜ケ法I]火山角棟計部憎から [tl来した安III忠の巨礁を合む砂

疎からなりたっているの

VI.沖積層 (AI)

M床， il!， j7:i{j京にみられる砂・傑・粘土層である。 i寸|隔地域の存河川に沿って分布し

ている。

VII 地質構造

摺 ftO 構造

|オ l隔地域の地質構造は，熊ノ沢・遠別川上流地域に発達する白車系を軸吉Ij として

南北に連なる背科構造 旅ノ台背科と II子ぶ ーと，初浦|司i隔地域から，この凶1[1両地

域の両端地域を市北に縦断して，ピッシリIT;-層を軸部としている向斜構造一一遠別向

*!J;:f• 『の l山j構造が顕芹である。

*北方は推信内付近からこの閃幅地域まで約 60km にわたって連なる大向斜で，図

制地域の遠別川交流，滝の iJほえ k流汗Ii で j字削円減している。
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路ノ台背科は， J宝別川本流 to，流地域から市部で吋， ピヅシリ岳憎の火山角陳平行司に

おおわれ，その南部の延長を確認することができないが，おそらくルヤンベナイ川流

域に分布する r
L

3亜系の内相IJにそい，さらにウツナイ川沿し、に南下して，添牛内凶l隔の

東部に発注する白亜系の背斜構造につらなるものと考えられる。しかし，この背斜構

造は完全な背斜構造を形成しているのではなく，背斜軸にそう市北性の断層により陵

雑に破壊されている。

時ノ台背科はlヌ1111両地域の地質構造を規定する市安な背斜構造で，との背斜のl刈翼で

地質構成が全く異なっている。すなわち，背:Mの If可翼で‘は，この地域のすf第三系の件

j也)詞ー築思Ij同・古丹別憎・ピッシリ岳)国が発注しているが，東翼では白亜系を出拡お

おって火山f£j l喋持を主体とするピッシリ岳)同が発達しているc

背斜丙翼は，さらに遠別川本流を境にして北部と IN部で1反別することができる。北

部では単斜構造を形成して it.1丹別層の厚い地闘を兎述させ，連日Ij向科の東翼部を形成

している o 'IN部で、は遠別 I~t] {j'~↓との!日lに，大きくみると，背斜構造と rFi]{jF↓構造がみとめ

られる。これらの背科向科の構造は，それぞれ単 aの背斜|旬斜ではなく侮背科・佐ItlJ

科構造をしめしている。複背斜構造は，遠別向斜の東翼，ピッシリ岳の東箆に築別J11;

を中rll吉G として発達しているが，その[山j翼に分布する古汁7}1j}討の!亨さが非常に薄くなっ

ているのが特徴的である。この山PH}lj)悼の薄化は，築別!国との不整合[面 LJこ r5"Pl7} lj肘

が北から FYiへしだいに上位の j前回が接しているためで，築別)同にたIする古)fJjlj同のオ

ーノ:ーラッフをしめしている。複向斜構造は尚ノ台背斜の阿部に{立置し，両翼が断肘

に四まれており，エピシュオマップ際岩砂手w己行部!砕を堆積させた 4重の陥没性のfii~

前盆を表現しているものと考えられる。

路ノ台背斜の東翼地域はピッシリ岳悼の釜ケ尚l火山角棟!tim日時におおわれ，主主盤の

i当亜系の構造はもちろん，釜ケ消火山角棟岩部!同の構造を推定することも It]難であると

しかし白亜系の構造としては ， i}己川上流やブトカマベツ川上流にみとめられる。 i江市{

系の構造から，路ノ台背斜の東側にさらにもう 1 つの背斜構造が推定される。釜ケ同j

火 rJI角喋岩部層の構造については，共和凶l隔地域で，火山角瞭岩中に扶在する砂岩・

凝灰岩などの鍵層の追跡から，安平志内川上流地域で向斜構造を，それより東部の地

域で背斜構造を確認しており，その市部延長が|寸l隔地域に連なるものと考えられるc

問r }同

l斗 III民地域に発達する断層系統は，南北系と東同系の 2 系統が認められる。
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市北系の断層は閉山構造と密肢に結びついて発達しており，凶l隔地域の一般的な地

質構造とほぼ平行な N-S~NNW-SSE 方向をしめしている。引ーに蕗ノ台背斜の頂

部に沿うものが著しく，点ノ台背{j;:fをより復雑にしている。東西系の断層は，市北系

にほぼi白:交する E-W---NEE-SWW の系統のものがもっとも多いが， NE---SW 方

向のものも認められる。これらの断肝は|首北系のものに比較すると著しく連続性に乏

しい。しかしこの系統の多くのものは I><!I隔地域のあらゆる構造を切り全域に発達して

いる。なおこの系統の断)骨は宅rtf写真で、太いl白:線状の条線として l認められる。

以上のベた|斗l隔地域の地質構造を，第 181><!にしめしたように，周辺|叫l隔地域の地位

構造との関連から，地史的な考察を合めて検討すると次のようなことが考えられる。

言ヨ
「弓

を由

相

~;.II:、}

ー

①羽幌ドーム ①築別背斜 ①築別背斜断層 ⑤遠別向斜 ⑦路ノ台77斜

第 18 図 路之台 lヌI I1I長およびその同辺地域の地質構造略図
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図l隔地J或は，神)舌古j車市;の沈降地帯と考えられているO すなわち，北方の敏音土II付

近から鬼刺岳を経て市ドした神居古搾市は共和凶|隔の止;文 II-J川上流地域で南に沈下

し，その南部延長地域には，安平忠内川上流地域からこのド]11/日地域に拡がる上部中新

世ピッシリ岳!留の釜ヶ浜Ij火山角球岩古f~)国が分布している。 ~)j市部では奈英山から I幌

加内盆地周辺へと北方へ連なる神居古揮，貯は，添牛内凶1116\ の市端部で、やや内ーへ方向を

変え，北北岡のjjl旬へ沈降しているO この延長部には|ヌ)，幅地域の路ノ台背斜の凶j翼を

しめる築別層・凸ー丹別!曜の分布する向科部が拡がるが，大きくみるとその延長方向は

築別炭鉱凶'I屈を NW-SE 方向に科断する築別背斜に連なるようである。なお，築別

背斜のん-向は， I司背斜の阿南部に花列する羽I幌ドームとともに， Iオ III品地域を含む同辺

地域の一般的な構造方向が南北性をしめすのに対し，特異な方向をしめしている。こ

のため， I司 l隔地域を境として市北両地域からの神村削申帯の征長方向は一致せず， く

*いちがし、がみられるのこのくいちがいは， I寸 III困地域の地質構造の III核を形成している

路ノ台背科が，その北方への延長部が共和|斗i隔地域で:'tlド何言~·rV~叩:の IJ可側に位置する (I

1臣系の背斜構造↓こ連なっていることによってもうかがわれる。なお築日IJ背斜の市東へ

の延長は，実際には添午内|司|隔地域の神白台湾'出の l者側に発達する自1匝系の背科構造

に連なるものと考えられる。

ここで興味あることは， I~)I隔地j戒を含むこの地域のII'新統一築別回・，Ii汁lJIJ層およ

びピヅシリ岳併の海成と考えられる正常堆積岩層の分イIiが路ノ台背斜の両翼部だけに

I;l{ られていることである。古汁日Jj闘についてはさらに築別背科を境にして両翼に|メjjlJ

することができ， I斗'!J困地域に )13遣するものは築別背科の北京翼に位置するものの 4g:r~

である C

これらのことから推論すると，路ノ台背斜によって代表される r'::J匝系の摺 lin構造は

築日IJ)留の堆積以前に， rtf新世のJit.積盆を規定する構造運動としてとらえられる。神田

古河借のくいちがいは，鬼刺岳から共和|司III両に速なるものと，幌加内!古i辺から添lt-· 内

lオ III面に連なるものと， 2 つの拘l居古揮'市'が， もともと雁行配列をしていたものか，白

亜系の摺H:h構造を形成するまえに切断され，現在の配すIJをとっているものか，結論す

る乙とはできない。

築別背斜は，その NW-SE の方向から l幌加内問辺から添乍内 I~llll百に連なる神世 IjI

*松野・木野 (1960) により指摘されている。
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津市:と密接な関係があるものと考えられるが，その成長のlI!j'期は，築別炭鉱|週I隔地域

で，築別層を軸部としている築別背斜に対して，その両翼で古汁別層が薄化している

こと，前述したが，凶幅地域の古丹別層が南方へすなわち築別背斜の方向にオーパー

ラップしていることなどから，古丹別層下氏の不整合の|時期から古丹別回堆積II ，}'に引

き続き行なわれたものと考えられる。

火山角喋岩を主体としている上部中新IU:のピッシリ岳層は，路ノ台背斜を境にし

て，丙翼地域では，中部中新世の築別層や古丹日Ij}吾の上に不整合に重なり，正常堆積

岩を作っているのに対して， .~ミ翼地域では白亜系の上位に直接電なり，ほとんどが火

山角瞭岩から構成されている。したがって，西翼地域は，中部中新世のJtt.積盆の位置

に引き続き正常堆積岩の堆積盆を形成しているが，東翼地域は，白亜系ヰt，積後隆起地

帯として陸化し引き続き陸域を形成していたものと考えられる。蕗ノ台背斜同翼の正

常期積宕は，熊の沢下流のものは共和凶幅・初浦図幅で東野屑と呼ばれる海成層であ

る。ウツナイ川両方にみられるものは，一部海棲介化石を産出して海域の侵入もあっ

たが，全体的にみると陪域の湖成堆積物の様相をしめしており，ピッシリ岳層下氏の

不特合により陸化した地域に釜ヶ関l火 I !J角喋岩部層で表現される火山活動によって形

成された陥没性と堆積盆と考えられる。

鮮新一洪積世の蕗之台層は，ピッシリ岳層の堆積後に，ピヅシリ岳憎の分布地域に

新たに生じた陣j或の堆積盆に堆積した地層であるが，その周辺部の不整合の観察では

断層住と考えられる基盤のピヅシリ岳層の火山角喋岩に急傾斜でアパットしている。

このJ也j戒の摺曲に伴われる南北系の断層運動が少なくとも尚之台層堆積時まで引き続

き行なわれたことを意味しており， -J，t;乙の l時期で完了したものと考えられる。

なお東西系の断層は，南北系の断層と同様いくつかの生成同期が考えられるが，そ

のうち延長が長く落差の大きいものは，明らかに，この地J或の摺世1構造および南北系

の断層を切っている。このことから東西系の断層のあるものは，最終的に南北系の断

層の生成後に形成されたものと考えられるが，路之台!胃を切っているかどうかについ

ては不明である。

VIII 鉱産資源

VIII.l 亜炭

蕗ノ台周辺地域のカルウシナイ川流域から滝の沢流岐にかけて琵達しているピッシ
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リ岳層のエビシュオマップ喋宕砂岩j尼岩部層および蕗之台層には亜炭を挟在してい

る。路之台屑の亜炭は，炭層の厚さも薄く炭質も恵くI::J題にならないが，エビシュオ

マツフ。棟お砂特泥宥部!留に挟在するものは，炭層の厚さや介在数が比較的大きいた

め，古くから注 fi されており，かつて滝の沢付近で稼行された記録がある。また人跡、

まれな僻地にもかかわらず，多くの調査者により調音がなされている。しかし公表さ

れたものが少なしわずかにJ1-1 1J勝. allll敬策 (1949) の調査資料が口本鉱産品 V-a

(1960) に引用されているほか，古川不II代・ III本敏夫・小島光夫の調査が 1968 年に公

去されているだけである。

ととでは片III ら (1969) の資料に基き， .'新炭!時の概要を述べるだけにとどめておく。

rlOrl らは亜炭層を挟在するエビシュオマップレ喋岩砂利泥訂部帽をエピシュオマップ

)再と H子ぴ， J: ・'1'1 ・下部の三部開に|亙分している。

]匝炭層が最も良好に危j全している地域は，エビシュオマップ川流域からカルウシナ

第 19 図 カルウシナイ川およびその出の沢のエビシュ

オマップ礁岩砂行部層踏査凶と炭柱図
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イ川にかけての地域で，炭柑も厚く枚数も多い。カルウシナイ川より北方で‘は JT<Mが

急激に尖減し発注が思くなる。 IN部で、は Ijlの沢から沌の沢へしだいに枚数も厚さも減

じている。

亜炭層は，この地層全層をつうじて，およそ 20 Ii母挟在しているが，炭丈 1m 以上

の比較的!よく追跡できるものは，下部層に 2 層，中部)由こ 12 )吾， 1二部層に 7 )番，合計ー

21J詩みられる。このうち下部屑の No.2 層， 1 /1部)首の No.n I曽， No.15)骨および上

部同の No.21 層が炭丈・炭質ともに良好で，ほぽ全域に広く追跡される重要な炭同

である。

この亜炭!丙は木質亜炭と炭質亜炭とを含んでいる。!司ー亜炭で炭丈が厚くなると木

質部が少なくなり，逆に薄層になると木質部が多くなる傾向がある。

亜炭層の炭質は工業分析を行なった各試料ごとにかなりのバラツキがみられるとい

われるが，総危熱量は 3 ， 500~4 ，500Cal のものがもっとも多く，本分 14~23 %，民

分 6~34% ，揮発分 48-30 %，同定炭素 35~15% の問にパラツキがみられている。

VIII.2 t~l 徴

凶ljI両阿部の遠別川}二流地域には，地元民により古くかられIi徴が知られている。今回

のi調査でも 2， 3 の地点で:'/lli徴がみられた。

これらの油徴地については渡辺久吉 (1913) により報告された以外，井~j{斤五(tIS·

石山尚玲 (1947M.S) 中 lUll 券・出中敬策(1 944M. S) 等の調査があるが，いずれも

未公表であるためその詳細については不明である。ただ片 III ・旧中の調査で確認さ

れた柑 i徴地は 20 万分の 1 北海道地質凶(1 957) にプロヅトされている。(橋本匠ほか

1967) 。そのほとんどは古丹別牌および向亜系の分布地域である。

渡辺により報告された熊の沢の油徴地は熊の沢の沢口より約 6km 上流に位置し，

砂宕・記者質砂去をはさむ頁岩層(おそらく古丹別屑と考えられる) rp にみられ，かつて

明治末期に試掘された認録があるといわれる。当時の原 t~1 の分析結果は，比竜 0.815 ，

揮発油分 45% ，慌油分 31 %，重 tIll 分 13% ，残津 11% である O 橋本亘ほか(1 967)

によると，この lIt! 徴地は，その後の井島ら(1 947 M.S) の調査で-は白亜系から由来さ

れたものと考えられている。

このほか，図幅調査当 H寺の地元住民の情報によるとカルウシナイ川上流地域で，釜

ヶ櫛 i火山角喋岩部層の分布地域付近に，油の惨出がみられたということであるが，少

なくともカルウシナイ川河床には油徴は認められなかった c
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KatsutoshiMitani

K6jiNakamura

FUKINODAI

Thesheetmap “ FUKINODAI" locates70kmnorthofAsaｭ

higawacoverringaquadranglebetweenlongitude142ー00'to142ー

15'E andlatitude44ー20'to44ー30'N. Theareaoccupiesthe

uppermostwatershedoftheUryu-gawaandrepresentsthemounｭ

taineouslandwith300mandmoreabovesealevel, Mt. Pisshiriｭ
dake(1, 031.5m)athighest. Thegeologicalformationsarelisted

intheTable. NoneoftheSorachigroupandserpentiniteswhich

arethemembersoftheKamuikotanbelthasnotfoundsofar

neverthelesstheareashouldbeonthelineoftheKamuikotan

belt. Therefore, theareaacouldbethedown-warpedportionof
theKamuikotanbelttobeonlyseentheupperCretaceousgroups

laterthantheupperYezogroupandalsothelaterformations

thantheNeogene.
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KumanosawaFormation

TheCretaceousformationsatthelowestisseenbrieflyat

thecentral-northofthe area, composedofsandstoneandshale

whicharedividedintolithologically'twoformations:theKurhano ・

sawaandButokamabetsu. Theformeriscomposedofshaleand

silt, thelatterlargelyofsandstone, andfurthermore, thereisthe
unconformityinbetween. TheKumanosawaformationhasproｭ

ducedthefossilesasfollows;

Gaudrycer αs tenuiliratum YABE

G. dense ρlicatum (JIMBO)

Euρachidiscus harad αi (JIMBO)

Inoceramusnaumanni YOKOYAMA

Inoceramusschmidti

- 34-

MICHAEL



ｷ-,

ThesAmmonitesandInoceramusindicatetheageoftheforｭ

mationtoberangedfromlateUrakawaandearlyHetonaian.

NofossileshavebeenfoundastheageindicatorfromtheButoｭ

kamabetsuformationalthoughitcouldbecorrelatedtosomepart

oftheYasukawaformationofthelateHetonaianconsideringof

theunconformitywhichcoverstheKumanosawaformation.

ThesystemoftheNeogenedevelopcoverstheCretaceous

systemwithunconformityandisdividedintofourformationssuch

astheChikubetsuandKotanbetsuofthemiddleMiocene, the

Pisshiri-dakeofthe upper 乱tliocene ， andtheFukinodaiofthe

Plio ・Pleistocene.

TheChikubetsuformationdistributedbrieflyatthewestof

thearea, contactstotheCretaceoussystemwithfault. Thelower

partofitisrichinsandstoneandtheupperpertismudstoneall

ofwhichincludesthemarinefossiles.

TheKotanbetsuformationcoversunconformablytheChikuｭ

betsuformationatthewest. Itrevealsthethickformation

consistingofconglomerate, sandstoneandmudtsoneinwhichthe

lowerportionisrichinmudstone comparatively, whilecongloｭ
merateandsandstoneissuperiorattheupperportion.

ThePisshiri-dakeformationisdistributedinthewholearea

coverringunconformablyalltheformationsbelowtheKotanbetsu

formation. Itisdividedintothebedsofordinarysedimentsas

conglomerate, sandstoneand shale, andthebedsofandesitic

volcanicbrecciabothofwhichareinterfingeredalternatively.

Theeasternfaciesofthesedimentarybedssuggestsanon-marine

conditionbecauseofthefrequentintercalationoflignite beds,

whilemarinefossilesarefoundatthenorth-westernareaindiｭ

eatingthefaciesconditionofmarinesedimentation.

The Fukinodai formation isseenfromthecentraltothe

easternpartoftheareaandcomposedofconglomerate,sandstone
andmudstonewhicharequitesimilartothelithologyofthe
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sedimentsofthePisshiri-dakeformation. However, therocksof

the Fukinodaiformtionaregenerallymuchsofteraswellas

looseandalsothestructurerepresentsitselfgentlerthanthat

ofthePisshiri-dakeformation. Thedevelopmentofthinbedsof

ligniteandthinalternationofsandstoneandmudstonesuggests

theoccurrenceofsomelakedeposits.

TheterracedepositsoftheQuarternaryandAlluvialdeposits

areconfinedtotheareaofcentralandeasternsouth.

Themineralresourceoftheareaofthissheetmapisrepreｭ

sentedbytheligniteintheordinarysedimentsofthePisshiriｭ

dakeformation. Morethanfifteenbedsofligniteof50cmto300

cmthickarefoundinthesandstoneandmudstonealongthe

Karuushinai-gawaandEbioshimappu-gawa. Theycropoutrepeｭ

atedlyduetothefoldingwithnorth-southaxis. However, they

havenotbeenwokedyetbymeansofthelowqualityandalso

ofthedi 伍cult transportation.
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